
○ 

今
年
の
な
ご
み
祭
は
？ 

四
月
二
十
三
日
（
土
）
、

昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
「
松

枝
み
な
み
会
館
」
で
「
東

北
関
東
大
震
災
支
援
バ
ザ

ー
」
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ

は
、
会
館
オ
ー
プ
ン
と
同

時
に
結
成
さ
れ
た
「
な
ご

み
の
会
」
に
よ
る
企
画
。
毎
月
、
周
辺
の
草

取
り
や
館
内
の
掃
除
、
写
経
や
草
履
つ
く
り
な

ど
の
活
動
を
通
じ
て
交
流
を
広
め
て
き
た
。 

今
年
の
春
は
、
華
や
か
に

「
な
ご
み
祭
」
を
開
催
す
る

予
定
だ
っ
た
。
し
か
し
、
東

日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た

方
々
の
惨
状
を
目
に
し
て
支
援
す
る
会
に
変

更
。
早
速
、
バ
ザ
ー
用
品
集
め
に
奔
走
し
た
。 

○
地
域
の
人
々
が
集
ま
る
場
に
！ 

会
館
前
の
テ
ン
ト
で
は
、
み
た
ら
し
団
子
、

う
ど
ん
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
特
製
五
目
ご

は
ん
、
焼
き
そ
ば
、
野
菜
を
販
売
企
画
。
今

回
は
、
お
か
み
さ
ん
会
員
に
岐
阜
女
子
大
学

の
学
生
さ
ん
四
名
も
加
わ
り
、
み
た
ら
し
団

子
と
一
〇
〇
円
バ
ザ
ー
の
コ
ー
ナ
ー
で
活
躍

し
、
新
風
を
吹
き
こ
む
。
売
上
金
は
支
援
に
。

雨
天
だ
が
、
会
館
に
は
多
く
の
人
が
集
ま
り
、

交
流
の
輪
が
自
然
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。 

○
地
域
の
絆
づ
く
り
に
！ 

 

館
内
で
は
、
ま
ず
子
ど
も
た
ち
向
け
の
「
ア

ン
パ
ン
マ
ン
」
な
ど
紙
芝
居
を
上
演
。
子
ど

も
の
目
が
輝
き
、
声
が
飛
ぶ
。
次
い
で
、
ド

ジ
ョ
ウ
す
く
い
の
演
技
。
顔
が
ほ
こ
ろ
ぶ
。

さ
ら
に
、
地

元
笠
松
民
謡

同
好
会
に
よ

る
唄
声
。
東

日
本
ガ
ン
バ
レ
と
三
味
線
と
尺
八
の
生
伴
奏

に
合
わ
せ
、
ソ
ー
ラ
ン
節
に
始
ま
り
民
謡
の

唄
声
が
響
く
。
会
場
の
人
々
も
手
拍
子
を
と

り
口
ず
さ
む
。
み
ん
な
が
取
り
組
む
中
で
、
和

や
か
な
気
も
ち
に
な
り
、
笑
顔
が
生
ま
れ
、
人

の
つ
な
が
り
が
少
し
ず
つ
深
ま
り
、
地
域
の
絆

が
育
ま
れ
て
い
く
。 

○
温
か
い
心
で
支
援
！ 

上
演
の
合
間
ご
と
に
、
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ

た
。
売
り
上
げ
は
す
べ
て
義
援
金
に
。
東
日

本
大
震
災
で
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
は
、
今

な
お
十
二
万
人
に
の
ぼ
る
。
少
し
で
も
力
に
な

り
た
い
。
温
か
い
心
で
さ
さ
え
た
い
。
一
人
ひ

と
り
の
で
き
る
こ
と
は
小
さ
く
と
も
、
み
ん
な

が
力
を
出
し
合
え
ば
さ
さ
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
会
を
企
画
運
営
す
る
「
な
ご
み
の

会
」
の
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

         

 

「松枝みなみ会館」100円バザーコーナーで 

       活躍する岐阜女子大学の学生さん 

広
が
れ
！ 
地
域
の
交
流 

元
気
に
な
れ
！ 
東
日
本 
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